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1・LaurenceSterneと そ の 時 代

イギ リス18世 紀 は 「理 性 と啓 蒙 の 時代 」 と言 われ てい る
。 まさし くその意

味 で は・政局 の安 定 と同時 噺 た なる時代へ の胎動 を予感 させ る
,バ イ タ リ

テ ィー に溢 れ た時 代 で あ った。科学 思想 の発展 と技術 開発 に よって,そ れ ま

で の古 い世 界 観 や認 繍 か ら新 しい世界観 への脱皮 が行 われ よ うとす る時代

で あった とも言 える・ アダム ・ス ミスのr国 富 謝 マ ル サ ス のr人 。論 』 が

出 され た の も この時 代 で あった。

科学思想 では17世 紀 の ニ ー トン(SirlssacNewt・n)の 影 響 が ます ます

大 き くな り・ 哲 学 で も・7世紀 の ジ ョン ・・ ック(J・hnL。cke)の 経 験 蟻 的

認 識 論 の影響 が 大 きい と言 える。 この ロ ックの経験 主義的認識論 はバ0ク レ

ー(Ge・rgeBerkeley)の 主 観 的 観 念 論 や
,ヒ ー ム(DavidHume)の 懐 疑
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議 等を生みだした と言われている。 こうした思想 ・哲学が当時の文学や芸
1)

術 に様々な影響 を及ぼしていた。

イギ リス18世 紀 を全体的に眺めてみると,前 世紀の17世 紀後半か ら続 く王

権の抑制 と民権の伸張は,政 治的にも社会騰 的 にも・様々な変化 と変動 を

産み出していた.中 で も市民鰍 の成立はそれ までの社会形態への大 きな変

化 をもた らしたばか りでな く,文 学の分野 にとって も大 きな影響 を与 えてい

た.こ の現象の背後 には経済的発脚 存在 していたのであるが・政治・社会・

繍 の近代化 に伴って,文 学,思 想,宗 教の分野 をも含む・大 きな変化の時

代であった と言 える。

このような時代背景の中で近代小説 を産み出す素地が作 り出されていた。

新たな市民鰍 は,そ れ までの練 ごとの多レ・高度な教養を必要 とす る韻文

による文学作品 とは異なる,形 式 に捕 らわれない散文による作品を求め始 め

る。 ジャーナ リズムの発生 と流行が同 じ18世 紀であったことは単なる偶然で

はない。すなわち,出 版 と書籍販売の分野の近代化 によって,「 商品」として

の作品を商う 「文学腸 」が巌 し滴 人階級の成長を背景にして・この時

代 精神 とあい まっ噺 しい読者層 を育 て,そ う した諸 の 求 め る文学 を出現

させ るようになった と言 える。

従来か ら近代小説 の成立 はイギ リス18世 紀 と位 置 づ け られ,4人 の作 家 が

そ の パ イ オ ニ ア と して 認 め られ て い る。 この4人 とは 言 う ま で もな く,

Richardson,Fielding,Smollet,そ してSterneで あ る。 書簡 体 小 説 の ジ ャ

ンル を確 立 し,そ の 心 理描 写 に よっ て小 説 世 界 を作 り上 げたRichardson。 筋

立 ての 面 白 さ と人 物 造 形 の見 事 さで定評 の あるFielding。 イギ リス ら しい海

洋 冒険 小 説,ピ カ レス ク小 説 の分 野 を切 り開 いたSm・llet・ こ う した近 側'説

の 基 本 型 を築 いた3人 の作 家 た ち に続 い て,成 立 した ばか りの近 代 小説 とい

う表 現形式 を,も うぶ ち壊 そ う と試 み た か の よ うなLaurenceSte「neが 賜

す る。「小 説 とい う荷 馬 車 の 四 つ の 車 輪 」(TheFourWheelsofNovelWain)

に も讐 え られ る彼 等4人 で あ る が,そ の う ち の1輪 は ど う も ま と も に走 る よ
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うな代 物 で はなか った よ うで あ る.初 め に この 変 わ りだ ねSterneの 生 涯 を

簡 単 に述 べ て お きた い。

LaurenceSterneは1713年11月24日 に陸 軍 将 校(中 尉)のR
ogerSterneの

息 子 と して・現 在 の南 ア イ ル ラ ン ドのC1・nme1で 生 まれ た
.7人 兄 弟 の長 男

で あ った が・ 姉 のMaryと 末 の妹Catherine以 外 は幼 年 期 に 亡 くな
っ て い

る。Sterne家 はYork郊 外 のElvingtonに 代 々 地 所 を持 つ家 系 で
,曾 祖 父 は

若 く し てCambridge大 学JesusC・11egeの 学 賑 に 選 ば れ
,王 政 復 古 後

York大 主教 を勤 め たRichardSterneで あ
っ た。

Lau「enceは 雌 後約1・年 の間
・ 父R・gerSterneの 講 の移 動 に伴 っ て

,

幼 子 を抱 え た家 族 と共 に・ 各 地 を転 々 とす る生 活 を送 っ てい た
.1722年 に

Lau「enceはY・rkのW・ ・dh・useに 住 む伯 父Richardに 預 ウナられ
,HalifaX

近 郊 のGrammarsch・ ・1へ 入 学 す る.1731年 に 父R。gerは 一 羽 の 鷲 鳥 をめ

く巾る嘩 が も とで決闘 を し・相手 に束1され て一 命 は と り とめ た もの の その後

す ぐにジャマイ 鳩 へ派遣 され・ そ こで熱病 にかか って亡 くな
って しまう。

Laurenceは 資産 家 で あ った伯 父(R・gerの 兄)のRicha
rdSterneや 従 兄

Richa「dの 援 助 を受 け て学校 を織
,Cambridge大 学 へ と進 学 す る.彼 の曾

祖 父 ・伯 父 ・ さ らに従 兄 た ち もCambridgeのJesusC・liegeで あ
っ た の で,

LaurenceもJesusC・llegeの 特 待 給 費 生 と し て1733年 に入 学 す る
.そ の 後

Ste「ne大 主教 に よ っ て創 設 され て し・た奨 学生 に選 ばれ
,1737年 にB.Aを 取

得 し・174・年 に はM・A・ を取 得 して し・る.そ の後,国 教 会 の牧 師 と して の職 を

得 てElizabethLumulyと 雛 し,Sutt・nの 牧 師 館 で 教 区牧 師 の生 活 を始 め

る。 以降徐 々 に聖職者 としての地 位 も上 が るのだが
,と りた て て有 力 者 とい

うわ けで は な く・ 当時 では ご く平凡 な田舎牧 師 としての人 生で あ
った.た だ,

大 学 時 代 に 知 り合 っ た 友 人 で,裕 福 な,そ して 蔵 書 家 で あ っ たJohnHa11

Stevensonと は そ の交 流 が続 き
,彼 の 書斎 で フ ラ ンス の滑 稽 文 学 やエ ラスム

ス,モ ンテニ ュ ー,セ ルバ ン テ ス らの 著 作 を読 み耽
っていた よ うで ある。

1759年 にYork地 区 の宗 教 界 の 勢力 争 い に題 材 を と
った風刺パ ンフを刊行
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し,そ の名 前 が 知 られ る よ うに な るのだが,教 会 の権 威 を損 な う恐 れ あ り と

友 人 か ら忠告 を受 けて焼 却処分 に同意 した りした ようで あ る・ しか し・ そ

の後 す ぐに,後 述 のTristramShandyの 執 筆 に と りか か り___.応 第1'2巻

を書 き上 げ るの だ が,ヨ ー クの書 店 で も,・ ン ドンの ドズ リー書 店 で も出版

を断 られて しまう.友 人 に牧 師 として はふ さわ し くなレ・作 品だ と言われ・批

判 を受入 れて文体 とさ しさわ りのあ る紛 を修正す る・成功 した ら改 めて条

件 の交渉 をす る とい う こ とで,翌 年 の・76・年 ・月 にTristramShandyの 第

1.2巻 が 自費 出版 で ドズ リー書 店 か ら刊行 され る ことになる。時 にSterne

が46歳 で あ っ た。

しか し この 作 品 が 大 評 判 とな り,一 一躍Sterneは ヨー ク ばか りか ロ ン ドン

で も有 名 人 とな り,社 交 界 の名 士 た ち と知 り合 い に なる と同時 に彼のユニー

クなキ ャラクター も評判 となって,ま す ます人 気 が 高 まっ た。 当 時 の名優 ギ

ャ リック(DavidGarrick)に よれ ば,Sterneと 晩 餐 をす る に は2週 間 前 か

ら予 約 が 要 る ほ どで あ った と言わ れてい る。 また,こ れ に気 を良 くしてThe

SermonS第1・2巻 を 出版 し,Coxwoldに 住 い を移 して,翌 年1761年1月 に

はTristramShandy第3・4巻 を出版 した。 以 前 か ら時 々 喀 血 していたのだ

が,こ の頃 に もまた喀 血 に悩 ま され,身 体 的 な消耗 が 始 まって いた ・ 年末1こ

TristramShandy第5・6巻 を出版 す る。

1762年 に は休 暇 を とって フ ラ ン スへ転 地療 養 にでか け,次 第 に病 状 も持 ち

直 し,パ リで 芝 居 見物 や 社 交 界 で名 士 たち(Diderotな ど)と 知 り合 い,パ

リで の歓 迎 に気 を良 く して い た よ うで あ る.ま た ・ 妻Elizabethと ひ と り娘

Lydiaと の 家 庭 生 活 もあ ま り暖 か い もの で はな く・特 に妻Elizabeth垂 よ病 弱

で,後 年 に は神 経 衰 弱 の よ うな症 状 に もなっていた。 もち ろん,こ の ふ た り

の性 格 が 合 わ なか った こ とも原因 の一 つ と考 え られ る。1762年 以 降 はSterne

とElizabethの それ ぞれ が 転 地 療 養 のた め に フラ ンスへ渡 る事 が多 くな りs

殆 ど別 居 生 活 とい え る状 態 で あ った。 その後1765年 にTristramShandy第

7.8巻 を出 し,1767年 に第9巻 を出 して,未 完 の ま まで終 わ って い る。1768
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年 に は もうひ とつの作 品ASentimentaljourneyが 出 版 さ れ
,Tristram

Shandyの 時 に も増 して好 評 を博 し彼 の 人 気 が高 まるの だが
,身 体 の状 態 は

思 わ し くな く・ しば し騰 血 し・1768年 に イ ン フル エ ンザ か ら肋 膜 炎 を併 発

し,ロ ン ドンで死 亡 す る。 前 年 に は知 り合 った若 き人妻
,Mrs.Draperに 恋

を し,彼 女 が イ ン ドに居 る夫 の も とへ帰 る際 にお互 いに 日記 をつ ける ことを

約残 ている・ これは今世紀に入って 助 吻 襯 幽 伽 として出版され

ている。

こ うした遅咲 き とも言 えるSterneで は あ った カa
,英 文 学 史 上 の み な らず

世 界 の文 学 の 中で も風 変わ りな作 品の代 表 として上 げ られ る事 の多 いT
ris-

tramShandyと は3ど の よ うな 作 品 で あ った の だ ろ うか
。 先 に触 れた よ う

に,イ ギ リス近 代 小 説 が形 を整 えた矢先 に出現 した この小説 が持 つ意味 は ど

こにあ るのだ ろ うか。

2.TristramShandyの 誕 生

全9巻 か ら成 る この作 品 解 式 な タ イ トル1ま
・TheLifeandOpinionsof

TristramShandy ・Gentlemanと い う もの もの しい もの で あ る。当時 の小説 に

は長々 しい説明 的な タイ トルが好 んで用 い られていた ことを考 える と
,こ れ

で も簡 潔 な タ イ トル だ と言 え よう。 しか し,こ の タ イ トル か ら___..般的 に想 像

し得 る よ うな 内容 はあ る人物 の年代記 とい う線 であ ろ う
.と ころが作 品 を読

み始 め る と,読 者 は こ と ご と くそ の先 入 観 も し くは期待 を裏切 られ る ことに

なる。

最 も読者 が面食 らうのはy主 人 公 で あ る はず のTristramShandy氏 が い つ

まで 経 っ て も生 まれ て来 ない ことであ ろう
。一応作品 の設定 は,主 人 公 とな

るべ きTristramShandy氏 が 自分 の生 涯 を語 り綴 る とい う
,自 叙 伝 的形 式 を

取 っ て い る・ 従 って著者 はあ くまで もTristram氏 本 人 な の で あ る
.し か し,

彼 が語 り始 め るの は 自分 が この世 に生 まれ る前の
,つ ま り母 の体 内 に受 胎 さ
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れ る ところか らで ある。 しか し,も の の10ペ ー ジ も行 か な い うち に 自分 の 出

生 時 に立 合 った産婆 に まつわ る話 や,こ の産 婆 の説 明 に登 場 す るYorick牧

師 な る人 物 の生 涯 を語 り,肝 心 のTristram自 身 の人 生 は な か なか 始 ま らな

いの で ある。 その後 も出産 に まつわ る様々 なエ ピソー ドとゴタゴタが書 き綴

られ(文 体 的 に は語 り続 け る と言 った 方 が良 いのだが),よ うや く第3巻 で

Tristram誕 生 の エ ピ ソー ドが 語 られ る。作 者 としてのTristramは"Allmy

heroesareoffmyhands;'tisthefirsttimelhavehadamomentto

spare,andl'llmakeuseofit,andwritemypreface."(III.20.192)

と述 べ て,こ こで 「序文 」 を書 き始 め る。 しか も,そ の後 も彼 の 幼 年 期 は時

折 他 の 登場 人物 た ちの話 題の 中で語 られ るのみで あ り,主 人 公 ら し く活 躍 す

るわ けで はな い。

このShandy家 に は,ト ル コ貿 易 に従 事 し,田 舎 に隠 退 して悠 々 自適 の生 活

を送 る父親WalterShandyと 母 親 のMrs.Shandy・ イ ギ リス軍 の大 尉 とし

て活 躍 し,1701年 に負傷 の た め退 役 して このShandy家 に居 候 して い る叔 父

のToby(UncleToby)と 彼 の部 下 のTrim伍 長(CorporalTrim)・ そ して

先 ほ ど も触 れ たY。rick牧 師,近 所 の未 亡 人Wid・wWadman・ さ らに1ま産 科

医 師 のDr.SloPやShandy家 の下 僕 や 女 中 とい った 人 物 が 入 り乱 れ・様 々 な

ユーモ ラスなエ ピ ソー ドが語 られて,そ の間 に絶 えず 作 者Tristram自 身 の

随 想 的 挿 話 が 入 り込 ん で集 積 されて行 く。第7巻 で は突 然 紳 士 とな っ たTris-

tramが 大 陸旅 行 を す る とい う旅 行 記 が 挿入 され,結 局 最 後 の 第9巻 で は叔

父 のTobyとWadman未 亡 人 との恋 愛 事 件 の エ ピ ソー ドが語 られ て終 わ っ

て しま うので ある。す なわ ち,こ の 作 品 で は一 貫 した ス トー リー とい うもの

が初 めか ら無 い。表面 的に は作者(語 り手)のTristramがShandy家 の人 々

の雑 多 なエ ピ ソー ドを,自 分 の脳 裏 に思 い付 くま まに語 り綴 ってい る とい う

印象 なので ある.こ れ が それ まで のRichards・nやFielding・Sm・llet等 の近

代 小 説 の典 型 的 な形 式 と全 く異 なる点で ある。

作品形態 としての特異性 は一貫 したス トー リーの欠如 だ けで はない。Yor-
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ick牧 師の死 を悼む真 っ黒 瞳 り潰 されたページ読 者の想像の ままに拠
、

てほ しい と臆 された鰍 のページ
・タイ トルだけが記 された章,自 分の思

考を表すmarblepagesと 呼ばれ る墨流 し絵のようなペ ージ等の
,諸 をカ、

らか うかのよう憶 匠がある・ またyア ステ リスクやダッシュが多用 され
,

さらにこの作品の話の進行状況を曲線で表すなど
,ま さし く奇抜 な形態をほ

しいままにしている。内容構成の点 について も
,Sterneは 語 り手Tristram

に まともな語 り手ではな く道化 を思わせるふ ざけた語 り口を使わせ
,絶 えず

話の進行 を中断 し・他の話題 を挿入 し,ま た本筋か らの脱線 を繰 り返 し,さ

らにフラッシュバ ックのように回想的場面鱒 入す る
.こ うした手法 は読

者の常識的な期待 をことごとく突 き崩そうと試みているかのように見えるの

である。

このような奇抜な意匠が随所 に仕込 まれたTristramShand
yは,出 版 当時

はかな りセ ンセー シ ョナル であった こ とは想像 に難 くな&し か し
,こ の_

見雑多な・雑然 とした構成の作品が,独 特な,一 種 の計算 し尽 くされた作品

世界 を構築 しているという点で・20・年 を経た現在 においてもその魅力を失
っ

てはいないのである。では一体Sterneは どの ような仕掛 けと意図をこの作

品 に仕組んでいるのであろうか。

3.仮 想現実の世界

この一見 して奇妙 な作品全体 を 「言葉」 とい うキー ワー ドを通 して眺 めて

み る と・まるで「言剰 の洪水 といった要素が見 えて くる
.先 ず はShandyHa11

を主 な舞 台 と してShandy家 の人 々 がh広1ヂ る
,極 め て ドメ ス テ ィ ック な,

滑稽 な ドタバ タ劇 とい った様 相 を示す,こ の 作 品 の登 場 人 物 た ち を眺 め て み

たい。

語 り手で あ り・形式的 には主人公 とな るべ きTristramShandy氏 の 父親

Walterは ・その 名 の 通 り}こ極 め て エ キ セ ン トリ ックな 人物 であ7)
.彼 は 自分
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の思いついた奇説 をこよな く愛 し,「 論理性」に最大の価値 を見いだ してい

る。ただし,彼 にとっての 「論理性」 とは思弁的,ス コラ的論理性であって,

決 して科学的事実 に基づ く合理的論理性ではない。例 えば 「鼻の優劣が人間

の価値 を決定する」,「名前の善 し悪 しによってその人間の性格や行動が影響

を受 ける」 といった命題が,彼 を捕 らえて離 さない命題 なのである。彼 は自

らの学識 コレクションか ら何か体系的なものをひね りだそうと,考 察にふけ

り綿々 と論 じる。 しかし,そ れ らは自らの学識 コレクションか ら得 られる単

なる思いつきの積み重ねにすぎない。Tristramは このWalterを 評 して次の

ように語っている。

he[Walter]wasalluniformity;hewassystematical,and,like

allsystematicreasoners,hewouldmovebothheavenandearth,and

twistandt。rtureeverythinginnature,t・supP・rthishyp・thesis・(1・19・

53)

Walterは 長 男Bobbyの 死 を知 らされ て猛 然 と彼特 有 の 思いつ き理論 を論

じ始 め,つ い に は 死 ん だ 息 子 の こ と さ え 忘 れ て し ま う。"WhatISlt

[death]?Betterinbattle!c・ntinuedmyfather・smiling,f・rhehad

absolutelyforgotmybrotherBobby."(V.3.356)自 らの理 論 に熱 中 す る

時,彼 に とっ て の現 実 世 界 は無 と化 して しま う。だが,彼 が現 実 以 上 に リア

リテ ィ を見 い だ して いる この論理 の世界 は,現 実 的 な意 味 を持 つ こ とは な い。

彼 が産 み出 し,熱 狂 的 に信 奉 す る仮 説 は,子 供 は穏 や か に且 つ 真剣 に受胎 さ

れ るべ き もので あ り,鼻 は立 派 な もので な くて は な らず,高 潔 な名 前 を持 た

な くて は な らな い とい う陳腐 な ものなのであ る。

しか し,こ の 作 品 の骨 組 み と して の流 れ は,こ のWalterの 仮 説 が こ と ご と

く現 実 に裏 切 られ て行 くところにある。 冒頭 の部 分 で述 べ られ るTristram

受 胎 の場 面 で は,コ トの最 中 に相 手 のMrs.Shandyが 発 した 不 用意 な言 葉 に
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よ っ て ・ 「穏 や か 媛 胎 」 ど こ ろ か 「ホ マ ン キ
ュ ラ ス を導 くべ き動 物 精 気 」 を

分 散 させ て し ま う・("itscatteredanddispersedtheanim
alspirits,wh。se

businessitwastohaveescortedandgoneha
nd-in-handwiththe

HQMUNCULUS ,andconductedhimsafetotheplacedestinedforhis

「eception・")(1 ・2・5)さ ら に ・Tristramの 誕 生 の 際 に}ま肝 心 の 鼻 が 産 科 医 師 の

鉗 子 に よ っ て 潰 され て し ま う・("Inbringinghimint。thew。rld
withhis

vileinstruments ,hehascrushedhisnose ,Susannahsays,asflatasa

pancaket・hisface…")(III・27 ・214)そ して,最 後 の 望 み の 綱 で あ っ た 名 前

は ・慌 て た 女 中 の 勘 違 い と命 名 式 に立 合 っ た 副 牧 師 の せ い で
,Walterの 思 惑

と は 全 く逆 の 最 悪 の 名 前 が 付 け ら れ て し ま う
.Walterは"Trismegistus"

(「3倍 に 鰍 な 」)と い う名 前 を臆 して い た の だ が
,結 局Tristramと し、う

名前 に取 り違 えて命名 されてしまうので諾
。

Trismegistus ,saidmyfatherButstaythouartaleaky

vessel,Susannah ,addedmyfather;canstthoucarryTrismegistusinthe

head,thelengthofthegallerywithoutscattering?C
anl?cried

Susannah,shiningthedoorinahuff
............ ......... ....

'TisT
rissomething

,criedSusannahThereisnoChristian

nameintheworld
,saidthecurate,beginningwithlrisbut

踊'猟Then'tis踊 吻 窺 一8燃
,qu。thSusannah,

Thereisnogistustoit
,noddle!'tismyownname ,repliedthe

curate,dippinghishand
,ashespokeintothebason7`ristram!said

he・&c翫&己&己s・ 丁短s伽wasIcalled
,and腕s伽shallIbet。

thedayofmydeath .(IV.14.287-88)

さ ら に追 い打 ち を か け る よ う に
,Tristramは 顔 の 「鼻 」を 潰 され る だ け で

は な く・ 「鼻 」 に 暗 示 さ れ る も う一 つ の 「鼻 」 ま で も潰 さ れ て し ま う と い う
,
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「窓枠 の悲劇」事件が起 こるのであ る。(V。17.376)

Tristramの 身 にふ りか か る不 運 はWalterの 仮 説 を前 提 に組 み立 て られ,

さ ら に この 枠 組 み に様 々 な エ ピ ソー ドが肉付 け され て くる。従 って,こ の

Walterの エ キ セ ン トリ ック な まで の 「仮 説好 き」 は二 つの要素 を担 ってい

る。今触 れた よ うに,こ の 作 品 の狂 言 回 し的 根 底 をな す枠組 みであ り,も う

一 つ は人 間 の抱 く現 実 とは異 な る世界 の存在 を体現 させ る もので ある。Tris-

tramは"Hobby-Horse"と い う言 葉 で表 現 して い るの だ が ・Walterの 「仮

説 理 論 」 の世 界 は い わ ば彼 の想像 の世界 で あ り,し か もそ こに現 実以 上 の リ

ア リテ ィを見いだ してい るので あ る。

叔父Tobyの 場 合 は この要 素 が さ ら に明確 に出てい る。彼 は退 役軍人 らし

く,現 実 に行 わ れ て い る戦 争 の状 況 が気 になって仕方 がない・ そ こで・ ボー

リング用 の芝地 に ミニチ ュアの戦場 を作 り,共 に退役 したTrim伍 長 と一 緒

に,伝 え られ る戦 況 を も とに模 擬 戦 争 に熱 中す るのであ る。彼 に とっては ま

さ し くこれが リア リテ ィのあ る世界 なので あ り,現 実世 界 とは異 な る彼 独 自

の世 界 なので ある。従 って彼 の頭 の中には築城術 と戦術用語が駆 け巡 るので

あ る。 この ような設定 は,今 流 行 りの言 葉 で言 えば,ま さ し く仮 想 現 実(vir-

tualreality)で あ り,こ れ は作 品 に こめ られ た次 の 重 要な要素 を導 くた めの

布石で あ る。

4.言 語 の 限 界 とコ ミュ ニケ ー シ ョン

「言葉 」への懐疑。 これ はSterneを 知 る上 で 重 要 な キー ワー ドの 一 つで あ

る,言 葉 の根 本 的 存 在 理 由 は伝 達(C・mmunicati・n)と い う機 能 に あ り・ 当然

なが らそれ は表現 の一手段 として,ま た主 要 な手 段 として捉 え られ る。Sterne

の懐 疑 は先 ず この伝 達 機 能 に向 け られ る。Shandy家 の ドタバ タ の 多 くは言

葉 の取 り違 えに起 因 してい る。作 品の冒頭 か ら一貫 して言 える ことは,登 場

人 物 同 士 の 言葉 に よる コ ミ ュニ ケー シ ョンにお けるず れが存在 し,そ れ が ひ
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いては さまざまな滑稽 な事件 や騒動 へ と発展 す る
.例 えば,Walterは 「鼻 」

に関 す る学 説 をT・byを 相手 備 じなが ら
,「 真 理 とは極 め が た い もの だ 」と

噺 て・「堅 固 な真 理 は轍 不落 で・激 しい包 囲戦("seige")に もな カaなか 屈

しよ う と しな いの だ よ」 と語 る・ しか し,T・by6ま この ・seige"と い う言 葉

に よっ て 自分 だ けの世 界 を呼 び起 こすだ}ナで
,全 くWalterの 言 う比 喩 的 な

意 味 を理 解 で きな い。 さ らに次 のよ うな対 話へ と続 く
。

thewordsiege. .,inmyfather'smetaphor
,waftingbackmyuncle

Toby'sfancyquickasanotecouldfollowthet
ouch,heopen'dhis

ears.,....
.........

..........
.......・w・

.・ ・ ・ ….

'Tisa
piny,saidmyfather,thattruthcanonlybeononeside

,brother
Toby,consideringwhatingenuitytheselearnedm

enhaveallshewn

intheirsolutionofnoses .Cannosesbedissolved?repliedmyuncle

Toby.(DTI.41 .239)

また・TobyはDr・SloPが 部 屋 へ 入 っ て来 た そ の 姿 を見 て 突然St
evinus

を思 い起 こ し・ 同 じ くDr ・Sl・Pが 医 学 の進 歩 に関 す る話 を して い る途 中で
,

Flanders遠 征 の 際 の 大 軍 の こ と を思 し・起 こす
.言 わ ばShandy家 の人 々1まそ

れ ぞれ の連 想 の メ カ ニ ズ ム に基 づ 偲 考 回路 を持 ち
,そ れ らの質 の差 異 が 喜

劇 的 な摩 擦 を生 みだ し・騒 ぎを引 き起 こす ように仕組 まれ ているので あ る
。

特 に先 に触れ た ような登場人物 が 自分 だ けの世界 を持 ってい る場合 には
,こ

とさ ら この よ うな状 況 が 明 確 に なって くる
。

そ して この ような設定 は・J・hnL・ckeの 理 論 に基 づ し・て 説 明 され る と語

り手Tristram-Sterneは 語 っ て い る.そ こで作 者 はL・ckeのr燗 知 性 論 』

(AnEssayConcerningHumanUnderstanding))の 「観 念 連 合 」(
aSS。Ciati。n

ofideas)を 引 き合 い に出 して い る。Lockeに よれ ば,我 々 の 心 の 中 で複 数 の

馳 が全 くの 儲 や習慣 のため に結合 す る場合 が あ り
,そ の結 合 され る観 念
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同士は似通ったものとは限 らず,し かもこの結合 は切 り継 ないほど緊密な

もので,我 々の心の中でいつ も一緒 になって現れて くるというものである。

さらに,こ うした本来結合す るはずのなし・結合 は・任意 に・偶然 に起 こるた

めに,そ れぞれの燗 の性格や教育,興 味 といった違いに応 じてかな り異な

る形を取 るとされてい10).こ うしたL・ckeの 齢 連鯉 論 は現代心理学のさ

きが け とも言 うべ き鞠 的 な もので あった男1,Sterneは このL・cke聯 を

作 品 の登 場 人 物 とそ の状 況 設 定 に援 用 してい る。

LockeはEssayのBookIIIで 言 葉 を この よ うに と らえ て い る。

God,havingdesignedmanforasociablecreature,madehimnotonly

withaninclinationandunderanecessitytohavefellowshipwiththose

ofhisownkind,butfurnishedhimalsowithlanguage,whichwastobe12)

thegreatinstrumentandcommontieofsociety.(III,i)

そ して,chapterxで は言 語 の 目的 を三 つ の定 義 で述 べてい る。第一 は 自ら

の思考 と観 念("ideas")を 他 者 に知 らせ る こ と。 第 二 は この第一の 目的 を可

能な限 り容易 に且つ迅速 に行 うこと・そして・第三驚物事に対する臓 を伝

達 す る こと("t。c。nveythekn・wledge・fthings")・ この よ うに定義 し・

これ らの い ず れかが欠 けてい る場 合 はその言語使用 は誤用 であ り,不 十 分 な

もの と して い る。 つ ま り,言 語 は社 会 を構 成 す る人 間 の コ ミュニ ケー シ ョン

の手段 であ る ことが前提 で あ り,こ の場 合 の コ ミュニ ケ ー シ ョン とは「観 念」

や 「知識 」 を伝 え るとい う,知 的,論 理 的性 質 の もの とい え る。

さて,さ らにLockeは 言 語 の 不 完 全 さ とは言 語 が 表 象 す る観念 との結合 に

おける不完全 さで あ る と言 う。 つ ま り,人 間 の 思考 回路 の作 用 は言葉 の表す

観念 と意味 に対 して任意 的 に働 くもので ある とい う点で,言 葉 の不 完 全 さが

生 じて くる。Lockeは さ らに ・ofAbusesofwords"の 章 で ・ 言葉 の誤 用 に
14)

よる知的 コ ミュニケー シ ョンの失敗 を問題 化 してい る。彼 は言語 その ものの
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欠陥 を問題 に してい るので はな く
・人 間 の思考方法 あ るいは雛 の質 とい

っ

腰 素 か ら・ 諦 の.....に よっ て生 じ る不 完 全 さ を陥 に し
てい る.し た 力雪

って・翻}こ 対 す るL・ckeの 批判 ひま文 学 的 比 喩 に まで及 帆 彼
はあ くまで も

明解 な論理的言語 の使用 を目指 すので ある
。

例 えば先 にあ げた引用箇所 につし}て言 凧 ㌔enh
avingbyal。ngand

familiaruseannexedtothemcertainid
eas,theyareapttoimaingeso

nearandnecessaryaconnexionbetweenth
enamesandthesignification"15)

(III,x)とL・ckeが 論 じて い る
・0種 の"abuses・fw。rds"を 具現 化 した

状 況 で あ る と言 え よ う・先 に述べ たWalterの 仮 説 理 論
へ の鯨T。byの 築

賄'輸 へ の 瀬 とい っ腰 素 は ま さ し くこのL
。cke理 論 を具 現 化 す る

た め の設 定 な の で あ る。

しか しTristram=Sterneの 諦 識 はL・ck
e聯 のパ ・ デ ィ だ 群ナで終

わ って い るわ けで はない・Shandy家 の知 的 コ ミュニ ケー シ ョンの 失 肱

喜 劇 的 な言葉 の取 り違 えと して描 かれ る背景 には
,Sterneが 見 据 え て い た彼

特 有 の認 識 が 存 在 す る・L・ckeの 諦 論 臆 味 論 騙 り
,諜 の使 用 され る

コンテクス トや燗 の心理 とい
っ腰 素への考察に欠1ナ謂 をSterneは 見

抜 いていたようである・彼はいかウこもL・cke理 論が科学順 理
であるカ、のよ

うに・うや うや しく取 り扱いなが ら
・その実L・cke帽 指 し棚 晰な言談

用の夢 を逆手に取 りi常 的な次元に弓1き下 ろして
」的な状況を作 り出 し

て見せる・そして・L・ckeの 主張す る明晰轍 りの無 言談 鵬 如
何1こ

現実味のない机上の空論であるか擬 似的な4・説世界 の中で描 き出
してみせ

るのである。

例 嵐Walterの 「鼻」 に関する仮説に端を発 して
,Tristramは 「鼻」

にまつわる様々なエ ピソー ドを執拗 厳 渥する
.そ して欽 のように講 へ

忠告する。

Idefinean・seasf・lbwsentreating
・nlybef。rehand

,andbesee-
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chinmreaders,bothmaleandfemale,ofwhatage,complexion,andgY

conditionsoever,fortheloveofGodandtheirownsouls,toguard

aainstthetemptationsandsuggestionsofthedevil,andsufferhimbyg

n。art。rwilet。putany・therideasint・theirminds・thanwhatIput

intomydefinition.ForbythewordNose,throughoutallthislong

chaterofnoses,andineveryotherpartofmywork,wherethewordP

Noseoccurs,Ideclare,bythatwordlmeanaNose,andnothing

more,orless.(III.31.218)

もち ろんSterne独 特 の レ トリ ッ クが 仕 込 まれ て は い るが・齢 になれ ば

な るほ ど,細 か く規 定 す れ ばす る ほ ど,言 外 の灰 めか しが 囎 に な っ て くる・

明確 に 「鼻」の意味 を限定 しよ うとす るTristramの 努 力 は・正 し く逆 の効 果

を生 じて い るので ある.そ して この よ う な認 識 を 当然Tristram=Ste「nelま

熟 知 して い るの で あ る。

Herearetwosenses,criedEugenics,aswewalk'dalong,point一

inwiththeforefingerofhisrighthandtothewordCrevice,inthefiftyg

-secondpageofthesecondvolumeofthisbookofbooks,hereare

twosenses,quothhe.Andherearetworoads,repliedl,turning

shortuponhim,adirtyandacleanone,whichshallwetake?

Theclean,byallmeans,repliedEugenics.Eugenics,saidl,

steppingbeforehim,andlayingmyhanduponhisbreast,todefine

istodistrust.(III.31.218)

す な わ ち,"t。defineist・distrust"な の で あ り・ 明 晰 さ と明 朧 を求 め る

方 向 に は こ う した 矛 盾 が 生 まれ て く る と レ・うパ ラ ド ッ ク ス を識 し て い る・

ま た そ れ だ け で は な く,こ れ がTristram-Sterneの 灰 め か し と暗 示 購 ち
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た表現形態の,核 心 となる技法で もあると言える
。出版当時か ら狽雑 である

という批判がつ きまとうのだが,し かし,そ れはいわばSterneの 技法が狙い

通 りの効果 を上 げてい るとい う左証 に他な らない。視点 を変 えてみ ると,

Lockeの 求めた明晰な表現形態 という方向性が
,言 語が本来備 えている豊か

な表現形式 と,使 用する人間の複雑な,雑 多な,思 考回路 という要素を削 り

落 とす ことによって可能 になるとすれば,そ れ騨 なる機械言語 に近 い無味

乾燥な記号の羅列 と化す以外に道 はない ことを,Sterneは 感づいていたはず

である。言葉の肉体化,す なわち表現 に血 を通わせ肉体 を持 たせ ることが

Sterneの 密かな試みであった と言えるのではないだろうか
。

5.言 葉 と表 現の カー ニバ ル

作品の特異な要素 としてあげられ る表現形態 とこれまでの論点は密接 に関

係 している。すなわち,多 用されるダ ッシュやアステ リスク
,そ の他の意表

を突 くような視覚的な意匠は,言 葉 と同様 に他の記号や絵画的手法が言語表

現以上の表現能力 を秘めていることを,Sterneは 知っていたことを示す もの

であろう。 もちろんそれ らは表現の肉体化,す なわち豊穣化を目指す ものに

他な らない。今で こそマルチメディアという言葉が大手 を振 っているが
,謂

わば小説 というジャンルで このマルチを意識 したのはSterneが 初 めてであ

ろう。すなわち,自 己表現のためには手段 を選 ばないというその発想の柔軟

性 こそSterneの 真骨頂 と言える。とい うのは,前 の章で触れた知的コ ミュニ

ケーションの失敗 を描 きつつ,一 方でLocke的 言語の限界 を越 えたコミュニ

ケーションを描いているからである。例 えば,長 男Bobbyの 死去を知 らされ

たShandy家 の使用人たちは,「 死」という高度に抽象的な概念 をつかみかね

ている。 そこで,Trim伍 長は次のように 「死」を表現する
。

Arewenotherenow ,continuedthecorporal,(strikingtheendofhis
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stickperpendicularlyuponthefloor,soastogiveanideaofhealthand

stability)andarewenotdroppinghishatupontheground)

gone!inamoment!'Twasinfinitelystriking1Susannahburstintoa

floodoftears.(V.7.361}

Trimの 持 つ 帽 子 は 「死 」 を表 す もの で あ り,し か も この動 作 をTristram

は以 下 の よ うに解 説 す る。

"Arewenotherenow;"continuedthecorporal,"andarewe

not"(droppinghishatplumbuponthegroundandpausing,

beforehepronouncedtheword)"gone!inamoment?"Thedescent

ofthehatwasasifaheavylumpofclayhadbeenkneadedintothe

crownofit.Nothingcouldhaveexpressedthesentimentofmortal-

ity,ofwhichitwasthetypeandfore-runner,likeit,hishad

seemedtovanishfromunderit,itfelldead,thecorporal'seye

fix'duponacorps,andSusannahburstintoafloodoftears.{V.7.

362}

Tristram=Sterneは こ こで,言 葉 に よ る表 現 だ けで は な く,そ れ 以 外 の表

現 形 態 の存 在 と重 要性 を提示 す る。 それ は,「 帽 子 」 で あ り,「 手 」 で あ り,

「死 体 に注 が れ る視 線 」 な の で あ る。 つ ま り,Trimは 身 体 と視 線 を活 用 し

て,Shandy家 の台 所 に集 ま った さ ほ ど知 的 とは言 えない使 用人た ちに 「死」

の概念 を明確 に伝 えてい るの で あ る。 この よ うな例 は他 に もあ げ られ る。

Trimが 幼 いTristramの 窓 枠 事 件 をTobyに 伝 え る場 面(V・20・379)・Trim

が振 り回 す指 揮 棒(IX.4.604)yそ してTobyの 負 傷 した 箇 所 に まつわ る女 中

Bridgetと のや りと り(IX.28.639-40)等,そ れ ぞ れ の動 作 が各 場 面 の状 況 の

中 で ご く自然 に,0種 の表 現 形 態 と して,コ ミュニ ケー シ ョン の手 段 と して,
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十分 に言葉 の限界 を越 えた働 きをな し得 るこ とをSterneは 示 して い る
。

時代的な背静 考慮すると・当然 これ らは伝統的なレ トリックー雄弁術の

応用 とも言 える。翻 って,例 え ばLocke理 論 の よ うな論 理 性 と明 晰 さ を求 め

る方向性か らす る とあ ま りに も古臭 い ものか もしれ ない
。 しか し,Locke理

論 の 限 界 をみ す えて い たSterneに とっ て は,こ の レ トリ ッ ク は決 して 古 臭

い もの ではなか った。Tristramは"theeye.. .hasthequickestcommerce

withthesoul,givesasmarterstroke
,andleavessomethingmore

inexpressibleuponthefancy ,thanwordscaneitherconveyorsome-

tlmesgetridof ."(V.7.361)と 語 る。Lockeと 同 じ く言 語 に よる伝 達 の限 界

臆 識 していたSterneは,燗 の感 覚 に諏 る手 法 鱒 入 す18)
.そ れ は キ ケ

ロ に始 まる雄 弁術 の伝 統 を借 りた手 法で はあ るが
,Sterneの 視 点 は この伝 統

を新 た な表 現 形 態 の可能性 とい う側面 に置 いてい る点 が異 な
って いる。 この

発 想 はSterneが 友 人JohnHallStevensonの 蔵 書 を読 み 漁 って いた こ と と

無 縁 で はないであ ろ う。 また,教 区牧 師 として毎 週 の説 教 を行 い
,聴 衆 へ 如

何 に教 義 を伝 え る事 が難 しいか を体験 していた こ とであ ろう
。彼 が読者 に語

りか ける とい う文体 を取 り入れ たのは恐 ら く偶然 の ことで はない
。彼 のそ う

した実体験 に裏付 けされた,形 而 下 的確 信 が あ っ た よ うに思 われ る
。

19)
確 か に,"LearnedWit"の 伝 統 を引 き継 ぎ,ラ ブ レ0(FrancoisRabelais)

のGargantuaandPantagruel的 手 法 と古 典 か らの借 用 は認 め られ るが
,そ

れ は あ くまで も きっ か けに す ぎず,Sterne独 自の オ リジ ナ リテ ィ を売 り渡 す

もの で はない。逆 に彼 の手法 と密か な企 み は,伝 統 的 古典 か ら現代 文 学 の潮

流 へ と橋 渡 しをす る もの と言 える。

さて,こ れ まで論 じたSterneの 志 向 性 は作 品 内 部 だ けで はな く
,こ の小 説

の表 現 技 法 に も関 連 して いる。 この小説 を奇異 な形態 に見 せて いる要素の一

つが,読 者 に対 して視 覚 的 に表 現 され る手 法で ある
。 誰 で も読者 が奇異 に感

じる例 は,Yorick牧 師 の死 を悼 む と して1ペ ー ジが真 っ黒 に塗 りつ ぶ され て

いた り,墓 碑 銘 を黒 枠 で 囲 って い た り
,読 者 の想 像 の ま まに描 い て ほ しい と
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白紙 のペ ージが挿入 されていた りす る。 中で も最 も有名 な意 匠 は この物語 の

進行状況 を数本 の曲線 で表 して いる ことで あろ う。

Amnowbeginningtogetfairlyintomywork;andbythe
Ihe1P。favegitablediet,withafew。fthec・1dseeds,I

makenodoubtbutIshallbeabletogoonwithmyuncle

Toby'sstory,andmyown,inatolerablestraightline.Now,

ThesewerethefourlinesImovedinthroughmyfirst,

second,third,andfourthvolumes.InthefifithvolumeI

havebeenverygood,thepreciselineIhavedescribedin

itbeingthis:

A

(VI.40.472-473)

これ らの仕掛 けは単なる挿絵的な付録品ではない。 この意匠その ものが こ

の小説の構成要素 となっているのである。さらに,本 文のなかに多用される

ダ ッシュ,ア ステリスク,そ してインデックスマークと,従 来の小説の表現

形態 とは全 く異質な要素がふんだんに盛 り込 まれている。 こうした意匠は奇

抜 さを狙 った遊びだ として片付けることも出来 るが,こ れ まで指摘 してきた
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Sterneの 志向性 というコンテクス トか ら眺めてみると
,や は り同じ発想の意

匠であると言 えるのではないだろうか。すなわち,小 説はその宿命 として物

理的に固定化 された文字による表現 を強いられ るのであるが
,言 語表現 によ

る意味の伝達のみならず,動 くことの無い印刷 された活字 とぺ0ジ に
,動 き

と情念 を伝えさせ る機能 を与 えていると言える
。多用 されるダ ッシュは語 り

手Tristramの 微妙な息づかい と語 りの間を表現 し
,ア ステ リスクは「明確に

表現 しないこと」 による効果,つ まり読者の想像力 を刺激するための表現で

ある。 こうした意匠はいわば表現媒体(メ ディア)を
,印 刷された文字 と表

象 され る言語の意味だけにとどめず,そ れ らと同等な表現媒体 としてあらゆ

る手段 を用いるという,広 い意味での この当時のマルチメディア と呼んで も

差 し支えないであろう。その意味でSterneの 試みは時代 の先端 を行 くもの

であった筈である。言葉 と表現の この溢れんばか りの横溢
,言 い換 えればカ

0ニ バルは
,恐 ろしく雑多(マ カロニ ック)な 世界 を作 りだす。近代文明社

会のもとになる 「あれか これか」の整理学の世界ではな く
,「 あれ もこれ も」

という世懸 あ り・それはヨー・ッパノレネサンスの骸 な世界 を思わせるも

のなのであ る。

6.結 論

Sterneの 試みは恐 らく,数 学的明晰 さと科学的論理性 に抑圧 され る言葉 と

表現に,本 来持 っていたはずの言葉 の多義性,弾 力性,呪 術性,と いった豊

穣 さを取 り戻す試みであった。17世 紀 に始 まる 「言語革命」が 「知的認識」

の諦 と 「詩的葡 的惜 語 との乖艦 促 した と言われるのだ幾
....一と表

現にルネサ ンス的感性 を取 り戻 そうとする,言 い換 えれば,言 葉 と表現の「肉

体化」が ここにある。

さらにこの視点か ら作品を見 ると,も う一つの特異な要素である 「時間」

の果たす機能 と意味が理解 される。多重の時間構造 を内包 させ たTristram
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Shandyは これまで論 じた表現形態のマルチメディア化 と連動 して,さ らに

革新的な技法 を産み出していると考 えられる。

この小論ではSterneの 技法的な側面 を,特 に表現形態 を,分 析 したが,こ

うした彼の技法を支えているものはもちろん彼特有の人間観である。 この作

品が単なる実験小説に止 まらないのは,背 景 として人間の思考,心 理,に 対

する彼の洞察が存在するか らであ22).少 な くともここでAる ことは,小 説

を作 り上 げる技法 とその小説世界内部の意味 とが幸福 にも一体化する時,初

めてその作品全体が重要な意味 を帯びて くるとい うことであり,こ こで論 じ

た ものはSterneの 作 り出 した世界の一端 を解 きほ ぐしたに過 ぎない。 しか

し,こ の様々な意匠を凝 らしたこの作品を,現 代社会 に生 きる私たちが理解

す るための確実な糸口 となるものだ と考 える。

(平成7年11月8日 提出)
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